The appreciation about the “Landscape figure painting” housed in Hayashibara Museum of Art which is said to be painted by Zhang Lu : by clue of the comparison with the “Mountain Tranquility in Summer” which is said to be painted by Dai Jin and housed in Ostasiatiska Museet (Stockholm) East Asia Museum of Art by 陳, 璐璐 & CHEN, Lulu
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林
原
美
術
館
所
蔵
（
伝
）
張
路
筆
「
山
水
人
物
図
」
に
関
す
る
考
察 
 
―
―
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
東
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
（
伝
）
戴
進
筆
「
山
静
日
長
図
」
と
の
比
較
を
手
が
か
り
に
―
― 
 
陳 
璐
璐 
  
は
じ
め
に 
 
林
原
美
術
館
に
て
、
（
伝
）
張
路
筆
「
山
水
人
物
図
」
【
図
１
】
を
は
じ
め
て
目
に
す
る
機
会
を
得
て
、
筆
者
は
そ
の
物
語
性
を
秘
め
た
世
界
に
強
く
引
か
れ
た
（
１
）
。
そ
こ
で
同
美
術
館
の
所
蔵
品
総
目
録
を
紐
解
く
と
、
「
左
右
の
二
幅
に
何
ら
か
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
一
場
面
の
よ
う
な
小
道
具
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
（
２
）
」
と
解
説
さ
れ
る
も
、
研
究
史
上
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
未
だ
な
く
、
主
題
の
解
明
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。 
そ
の
後
調
査
を
進
め
る
中
で
筆
者
は
、
こ
の
林
原
美
術
館
所
蔵
（
伝
）
張
路
筆
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
と
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
東
ア
ジ
ア
美
術
館
所
蔵
の
（
伝
）
戴
進
筆
「
山
静
日
長
図
」
【
図
２
】
が
、
構
図
と
モ
チ
ー
フ
に
お
い
て
類
似
す
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
気
づ
き
を
端
緒
に
、
同
じ
主
題
の
絵
画
が
浙
派
の
画
家
に
描
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
そ
の
上
で
、
両
図
に
お
け
る
類
似
の
モ
チ
ー
フ
は
、
何
を
典
拠
と
し
、
ど
の
よ
う
な
図
像
を
参
照
し
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。
上
記
の
課
題
の
解
明
を
通
じ
て
、
（
伝
）
張
路
筆
「
山
水
人
物
図
」
の
制
作
意
図
、
注
文
や
享
受
の
環
境
に
近
づ
く
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。 
  
一 
張
路
筆
の
作
品
と
の
比
較 
 
林
原
美
術
館
所
蔵
（
伝
）
張
路
筆
「
山
水
人
物
図
」
（
以
下
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
と
略
す
）
左
幅
と
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
東
ア
ジ
ア
美
術
館
所
蔵
（
伝
）
戴
進
筆
「
山
静
日
長
図
」
（
以
下
「
山
静
日
長
図
」
と
略
す
）
と
の
関
係
性
を
検
討
す
る
前
に
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
の
概
要
を
説
明
し
、
伝
存
す
る
張
路
筆
と
さ
れ
る
作
品
と
の
関
係
を
見
て
お
き
た
い
。 
 
 
１ 
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
の
概
要 
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
は
、
絹
本
墨
画
の
淡
彩
で
、
縦
が
162.2
㎝
、
横
が
96.8
㎝
の
全
二
幅
か
ら
な
る
。
総
目
録
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
二
図
は
「
池
田
家
の
伝
来
で
、
狩
野
伊
川
院
栄
進
が
「
二
幅 
人
物 
張
平
山
筆
」
と
の
箱
書
を
有
し
、
「
付
属
す
る
狩
野
養
川
院
惟
信
の
添
帖
に
も
張
路
の
正
筆
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
」
。
そ
の
伝
来
、
及
び
画
家
の
ほ
か
、
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「
木
挽
町
狩
野
の
摸
本
類
に
も
本
図
様
が
確
認
さ
れ
、
池
田
章
政
の
所
蔵
品
と
記
さ
れ
て
い
る
（
３
）
」
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。 
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
二
幅
に
描
か
れ
た
内
容
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
、
左
幅
で
は
、
大
き
い
岩
塊
を
画
面
の
左
側
に
据
え
て
お
り
、
白
い
石
を
張
り
巡
ら
し
た
欄
干
に
高
士
ら
し
き
人
物
が
凭
れ
、
前
に
日
時
計
と
石
凳
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
人
物
が
遠
く
を
眺
め
る
そ
の
視
線
の
先
に
は
、
岩
塊
か
ら
生
え
出
る
樹
木
に
遊
ぶ
猿
が
描
か
れ
て
お
り
、
画
面
全
体
に
は
大
自
然
の
静
寂
な
る
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。
次
に
右
幅
に
は
、
鬱
蒼
と
し
た
森
の
中
を
、
牛
の
背
に
横
向
き
に
座
っ
た
人
物
が
通
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
人
物
に
向
か
っ
て
、
木
の
葉
を
衣
服
と
し
た
人
が
薬
草
の
霊
芝
を
捧
げ
て
い
る
場
面
も
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。 
  
２ 
張
路
筆
の
作
品
と
の
比
較 
先
述
し
た
通
り
、
林
原
美
術
本
「
山
水
人
物
図
」
は
張
路
の
作
品
と
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
が
、
他
の
張
路
筆
の
作
品
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
画
風
や
表
現
等
の
比
較
を
通
じ
て
、
張
路
の
画
風
の
特
徴
、
及
び
他
の
作
品
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 
比
較
に
入
る
前
に
、
ま
ず
張
路
と
い
う
画
家
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
張
路
は
明
代
中
期
の
十
六
世
紀
に
活
躍
し
た
大
梁
（
河
南
省
開
封
県
）
の
人
で
、
字
を
天
馳
と
い
い
平
山
と
号
し
た
、
浙
派
の
代
表
的
画
家
の
一
人
で
あ
る
。
画
史
に
お
い
て
は
、
「
人
物
似
呉
小
仙
、
而
有
韵
、
亦
有
戴
文
進
風
致
、
一
時
縉
紳
咸
加
推
重
、
得
其
真
迹
、
如
拱
璧
焉
（
４
）
」
、
「
画
法
呉
小
仙
、
雖
草
草
而
就
、
筆
絶
猶
勁
、
然
秀
逸
処
遠
遜
小
仙
（
５
）
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
山
水
画
は
浙
派
の
祖
と
さ
れ
る
戴
進
の
風
致
が
あ
り
、
人
物
画
は
戴
進
に
次
ぐ
浙
派
を
代
表
す
る
画
家
呉
偉
の
そ
れ
に
似
て
い
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。 
ま
た
、
鈴
木
敬
の
論
考
（
６
）
で
は
、
『
海
壑
吟
稿
』
と
『
明
文
海
』
の
両
傳
を
見
る
と
、
張
路
が
当
時
の
士
大
夫
、
文
人
よ
り
も
よ
り
隠
逸
的
で
あ
り
、
制
作
態
度
も
文
人
画
家
以
上
に
自
由
で
、
個
人
の
人
格
を
尊
重
し
て
い
た
と
さ
れ
、
職
業
画
家
と
い
い
な
が
ら
、
隠
逸
的
な
側
面
を
持
つ
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
十
七
世
中
期
以
降
に
成
立
し
た
画
史
に
お
い
て
は
、
筆
描
が
戴
進
以
上
に
粗
放
的
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
張
路
は
浙
派
の
末
流
と
さ
れ
、
「
狂
態
邪
学
」
の
一
人
と
さ
れ
た
（
７
）
。
以
上
、
概
観
し
た
画
史
に
記
さ
れ
た
張
路
の
画
風
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
と
、
他
の
張
路
筆
の
作
品
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 
ま
ず
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
を
見
る
と
、
若
干
形
式
化
が
見
て
取
れ
る
懸
崖
が
、
擦
筆
を
用
い
て
大
ま
か
な
墨
法
で
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
画
面
の
下
方
に
大
き
な
岩
塊
を
描
き
据
え
て
い
る
。
岩
塊
も
懸
崖
と
同
じ
く
複
雑
な
皴
法
を
用
い
ず
、
墨
の
濃
淡
を
交
え
て
岩
肌
を
表
し
て
い
る
。
懸
崖
と
岩
塊
が
、
近
景
と
し
て
画
面
の
左
と
下
辺
に
置
か
れ
、
中
景
が
殆
ど
描
き
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
画
面
は
L
字
型
の
構
図
を
呈
し
て
お
り
、
情
景
を
鑑
賞
者
の
前
に
引
き
寄
せ
る
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。林
原
本「
山
水
人
物
図
」
左
幅
の
懸
崖
と
岩
塊
か
ら
な
る
L
字
型
の
構
図
や
、
大
ま
か
な
墨
法
に
よ
っ
て
情
景
を
単
純
化
、
抽
象
化
す
る
よ
う
な
描
き
方
は
、
張
路
の
現
存
す
る
多
く
の
作
品
に
共
通
し
て
い
る
。
例
と
し
て
、
「
漁
夫
図
」
（
【
図
３
】
、
護
国
寺
所
蔵
）
、
「
三
高
士
図
（
８
）
」
（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
と
「
溪
山
泛
艇
図
（
９
）
」
（
上
海
博
物
館
所
蔵
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
漁
夫
図
」
は
、
張
路
の
絵
画
様
式
を
最
も
よ
く
示
す
、
代
表
的
な
作
品
で
あ
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
張
路
の
真
作
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
も
、
そ
の
見
解
に
異
存
は
な
い
。
「
漁
夫
図
」
【
図
３
】
の
画
面
で
は
、
片
側
に
の
し
か
か
る
よ
う
に
大
き
い
懸
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崖
を
描
き
、
下
方
に
岩
塊
一
つ
を
置
い
て
い
る
。
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
の
構
図
と
比
べ
る
と
、
逆
L
字
型
に
な
っ
て
い
る
が
、
辺
角
の
情
景
を
狭
め
た
構
成
に
画
家
が
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
懸
崖
や
岩
塊
の
単
純
化
、
抽
象
化
し
た
造
形
は
、
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
「
漁
夫
図
」
の
み
な
ら
ず
、
「
三
高
士
図
」
な
ど
の
作
品
を
見
比
べ
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
ろ
う
。 
再
び
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
に
目
を
向
け
る
と
、
懸
崖
の
背
後
に
岩
石
の
シ
ル
エ
ッ
ト
、
及
び
そ
れ
の
水
平
方
向
に
遠
景
と
し
て
の
山
が
淡
墨
で
描
き
出
さ
れ
て
お
り
、
空
間
の
奥
、
遠
方
へ
の
広
が
り
の
表
現
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
「
溪
山
泛
艇
図
」
と
「
老
松
鳴
鶴
図
（
１
０
）
」
（
【
図
４
】
、
橋
本
乙
太
所
蔵
）
に
も
、
同
様
の
表
現
が
み
ら
れ
る
。
「
老
松
鳴
鶴
図
」
【
図
４
】
は
、
画
幅
の
縦
横
比
が
他
の
作
品
と
は
異
な
り
、
正
方
形
に
近
づ
い
て
い
る
た
め
、
張
路
の
現
存
作
品
に
多
用
さ
れ
る
L
字
型
の
構
図
は
明
確
で
は
な
い
。
近
景
に
老
松
と
そ
の
上
に
止
ま
る
鶴
、
続
い
て
岩
石
の
横
に
く
つ
ろ
ぐ
二
人
の
人
物
を
置
く
。
た
だ
し
、
中
景
を
極
限
ま
で
省
略
し
、
遠
景
に
山
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
淡
墨
で
描
き
出
す
と
こ
ろ
に
は
、
他
の
作
品
同
様
に
、
空
間
の
奥
行
き
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
窺
え
る
。 
続
い
て
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
右
幅
に
移
ろ
う
。
画
面
に
鬱
蒼
と
し
た
森
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
手
前
の
樹
木
は
濃
墨
で
、
後
ろ
の
樹
木
や
葉
は
淡
墨
で
、
シ
ル
エ
ッ
ト
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
表
現
方
法
は
済
南
市
博
物
館
所
蔵
の
「
望
月
図
」
に
共
通
し
、
幽
寂
な
森
の
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
石
が
画
面
の
下
部
を
占
め
、
そ
の
大
き
さ
や
重
ね
具
合
と
い
っ
た
表
現
は
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
と
は
や
や
異
な
る
が
、
画
面
の
基
本
構
成
に
は
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
絵
の
中
の
自
然
は
造
形
が
極
め
て
単
純
化
、
且
つ
抽
象
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
先
に
考
察
し
た
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
同
様
に
、
張
路
筆
の
作
品
に
共
通
す
る
典
型
的
な
特
徴
で
あ
る
。 
先
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
画
史
上
張
路
の
人
物
画
は
、
画
史
に
お
い
て
筆
法
が
呉
偉
の
そ
れ
に
似
て
い
る
と
評
さ
れ
て
き
た
。
実
際
の
作
品
の
観
察
に
基
づ
い
て
比
較
を
試
み
た
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
張
路
の
「
漁
夫
図
」
を
中
心
に
考
察
が
行
わ
れ
て
き
た
。
描
か
れ
た
漁
夫
の
着
衣
の
柔
軟
な
描
線
は
、
呉
偉
の
衣
紋
描
と
の
類
似
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
衣
摺
を
形
取
る
線
描
は
、
呉
偉
直
伝
と
も
言
え
る
も
の
で
、
線
描
自
体
に
一
つ
の
リ
ズ
ム
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
１
）
。
こ
こ
で
、
「
漁
夫
図
」
と
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
と
の
比
較
を
加
え
る
な
ら
ば
、
林
原
本
に
描
か
れ
た
人
物
は
、
呉
偉
の
素
早
い
筆
描
に
比
し
、
や
や
抑
制
さ
れ
た
速
度
の
筆
致
で
、
衣
服
の
輪
郭
線
を
、
肥
痩
を
付
け
て
形
取
る
。
ま
た
衣
摺
は
「
漁
夫
図
」
の
漁
夫
同
様
に
、
筆
を
こ
す
り
つ
け
な
が
ら
、
盛
ん
に
繰
り
返
し
て
運
び
な
が
ら
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。 
ま
た
、鈴
木
敬
の
論
考
で
（
１
２
）
は
、張
路
の
描
い
た
画
中
人
物
の
も
う
一
つ
の
特
色
と
し
て
、
「
士
人
が
遠
く
を
眺
望
す
る
と
い
う
構
成
を
取
っ
て
」
お
り
、
「
士
人
の
視
線
の
方
向
が
か
な
り
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
」
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
老
松
鳴
鶴
図
」
で
は
、
二
人
の
高
士
ら
し
き
人
物
が
く
つ
ろ
い
だ
体
勢
で
、
何
か
を
仰
ぎ
見
て
い
る
。
そ
の
視
線
の
方
向
に
、画
題
と
な
る
鶴
が
松
に
止
ま
っ
て
い
る
の
だ
。「
濯
足
図
（
１
３
）
」、「
観
月
図
（
１
４
）
」
（
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
）
に
も
、
頭
を
布
で
包
む
隠
者
風
の
人
物
が
、
心
を
落
ち
着
か
せ
て
い
る
よ
う
に
遠
く
を
眺
望
す
る
構
図
が
認
め
ら
れ
る
。
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
も
、
「
老
松
鳴
鶴
図
」
等
と
同
様
に
、
欄
干
に
凭
れ
る
人
物
が
遠
く
を
仰
ぎ
見
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
右
幅
の
人
物
は
、
遠
く
を
眺
め
る
の
で
は
な
く
、
霊
芝
を
捧
げ
る
人
を
眺
め
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
衣
服
の
胸
元
を
大
き
く
開
け
、
片
手
を
体
の
支
え
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
姿
勢
は
、
「
濯
足
図
」
の
高
士
- 68 - 
 
と
共
通
す
る
。 
以
上
、
考
察
し
た
よ
う
に
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
は
構
図
、
筆
描
、
自
然
の
造
形
、
人
物
の
描
き
方
等
に
お
い
て
、
張
路
筆
の
作
品
と
同
様
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
但
し
、
先
行
研
究
で
真
筆
と
判
断
さ
れ
て
い
る
「
漁
夫
図
」
、
「
老
松
鳴
鶴
図
」
等
の
張
路
作
品
に
は
、
画
面
の
端
に
彼
の
号
で
あ
る
「
平
山
」
も
し
く
は
方
印
が
あ
る
の
に
対
し
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
事
実
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
な
ら
ば
、
筆
者
は
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
は
張
路
の
真
作
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
周
辺
で
制
作
さ
れ
た
、
彼
の
絵
画
様
式
を
よ
く
伝
え
る
作
品
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
き
た
い
。 
  
二 
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
と
「
山
静
日
長
図
」
と
の
類
似
性 
 
続
い
て
、
筆
者
は
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
と
「
山
静
日
長
図
」
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
い
。 
「
山
静
日
長
図
」
【
図
２
】
は
、
絹
本
着
色
で
、
縦
が
156cm
、
横
が
103cm
の
一
幅
で
伝
来
し
て
い
る
。
一
九
三
五
年
に
セ
レ
ン
教
授
に
よ
っ
て
中
国
で
購
入
さ
れ
、
現
在
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
東
ア
ジ
ア
美
術
館
の
所
蔵
品
に
な
っ
て
い
る
。
画
面
の
左
上
に
「
文
進
」
（
朱
文
方
印
）
と
あ
り
、
標
題
に
「
明
戴
文
進
山
静
日
長
図
軸 
薛
浪
斎
主
人
属
題 
徳
簠
朱
葆
慈
時
客
滬
」
と
書
さ
れ
て
い
る
。
伝
称
画
家
の
戴
進
は
浙
派
の
祖
と
さ
れ
る
人
物
で
、
杭
州
銭
塘
に
生
ま
れ
、
字
は
文
進
、
号
は
静
菴
、
玉
泉
山
人
な
ど
、
明
代
宣
徳
年
間
に
活
躍
し
た
職
業
画
家
で
あ
る
。
郎
瑛
の
『
七
修
類
稿
』
、
李
詡
の
『
戒
庵
老
人
漫
筆
』
を
は
じ
め
と
す
る
明
代
記
事
に
よ
る
と
、
戴
進
は
永
楽
、
宣
徳
年
間
に
二
度
に
わ
た
り
北
京
に
上
り
、
画
院
画
家
に
な
っ
て
い
た
が
、
先
輩
同
僚
の
謝
環
の
讒
言
に
よ
り
失
職
し
帰
郷
し
た
と
い
う
。
画
風
の
幅
は
広
く
、
浙
江
地
方
様
式
に
立
脚
し
な
が
ら
、
李
唐
、
馬
遠
、
夏
珪
な
ど
南
宋
の
院
体
画
風
や
、
李
成
や
郭
煕
の
流
れ
を
く
む
元
の
李
郭
派
山
水
画
風
を
取
り
入
れ
た
作
品
も
あ
れ
ば
、
米
家
山
水
や
、
黄
公
望
、
王
蒙
等
の
元
末
文
人
画
家
を
倣
っ
た
も
の
も
あ
る
。
戴
進
の
絵
画
の
様
式
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
と
し
て
、
鈴
木
敬
が
画
史
と
実
際
の
作
品
の
両
方
面
か
ら
行
っ
た
詳
細
な
考
察
と
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ケ
ー
ヒ
ル
が
四
点
の
作
品
を
中
心
に
分
析
し
た
論
考
が
あ
る
（
１
５
）
。 
「
山
静
日
長
図
」
を
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
が
撮
影
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
写
真
で
細
部
ま
で
確
認
す
る
と
、
懸
崖
は
、
輪
郭
に
沿
っ
て
皴
法
や
点
苔
が
繁
雑
、
且
つ
重
ね
て
施
さ
れ
て
い
る
。
後
方
の
懸
崖
は
、
空
間
内
で
の
位
置
が
や
や
曖
昧
で
あ
る
。
ま
た
、
手
前
の
懸
崖
か
ら
生
え
出
る
樹
木
の
幹
と
葉
は
濃
墨
で
表
さ
れ
、
そ
の
根
本
に
は
繁
多
な
点
苔
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
樹
木
の
造
形
及
び
根
元
の
石
か
ら
の
生
え
方
は
、
同
じ
く
（
伝
）
戴
進
筆
の
「
山
水
図
（
１
６
）
」
（
根
津
美
術
館
所
蔵
）
と
似
て
い
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
淡
墨
を
用
い
て
後
方
の
樹
木
と
崖
を
シ
ル
エ
ッ
ト
で
描
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
空
間
内
の
位
置
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
そ
の
筆
墨
は
、
戴
進
画
に
比
較
し
て
も
粗
放
で
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
い
た
め
、
画
面
全
体
が
騒
々
し
く
乱
雑
に
さ
え
見
え
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
筆
墨
の
特
徴
は
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
、
戴
進
に
代
表
さ
れ
る
浙
派
早
期
の
作
品
よ
り
目
立
ち
、
粗
放
さ
が
増
し
た
後
期
の
作
品
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
山
静
日
長
図
」
は
戴
進
の
真
作
で
は
な
く
、
そ
の
筆
を
倣
っ
た
浙
派
後
期
の
作
品
で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
る
。 
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
と
「
山
静
日
長
図
」
と
を
細
か
く
見
て
い
く
と
、
構
図
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上
、
両
図
は
左
右
を
反
転
さ
せ
た
関
係
に
あ
る
の
が
わ
か
る
。
向
か
っ
て
右
側
に
懸
崖
が
あ
り
、
画
面
の
下
方
に
岩
塊
と
樹
木
が
描
か
れ
る
「
山
静
日
長
図
」
の
構
図
は
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
と
比
べ
る
と
逆
L
字
型
を
と
る
。
ま
た
両
図
と
も
に
L
字
を
埋
め
る
よ
う
に
、懸
崖
の
内
側
に
欄
干
や
人
物
を
配
置
し
、辺
角
の
景
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
構
図
上
、
両
図
は
共
に
L
字
型
を
取
っ
て
い
る
が
、
「
山
静
日
長
図
」
は
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
が
鑑
賞
者
を
引
き
寄
せ
る
よ
う
に
情
景
を
描
く
の
と
は
異
な
り
、
前
景
も
空
間
の
奥
に
退
き
、
観
賞
者
か
ら
距
離
を
と
っ
て
い
る
。 
両
図
の
モ
チ
ー
フ
に
目
を
向
け
る
と
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
に
は
、
両
手
で
枝
を
掴
ま
え
ぶ
ら
下
が
る
猿
が
一
匹
だ
け
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
山
静
日
長
図
」
に
は
、
三
匹
が
描
か
れ
て
お
り
、
一
番
下
の
猿
が
上
の
二
匹
と
連
な
り
な
が
ら
も
、
宙
に
逆
ら
う
よ
う
に
片
手
で
如
意
を
持
ち
な
が
ら
、
下
を
向
い
て
い
る
。
ま
た
、
「
山
静
日
長
図
」
の
中
の
人
物
は
二
人
で
、
主
人
ら
し
き
人
が
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
同
様
、
遠
く
を
仰
ぎ
見
る
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
い
る
。
だ
が
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
の
人
物
が
服
を
し
っ
か
り
着
こ
な
し
、
欄
干
に
凭
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
「
山
静
日
長
図
」
の
主
人
は
衣
服
の
胸
元
を
開
け
て
、
本
を
開
い
た
ま
ま
膝
に
置
き
、
欄
干
に
は
凭
れ
ず
座
っ
て
い
る
。
主
人
の
後
ろ
に
は
、
書
籍
を
両
手
で
持
つ
侍
童
が
立
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
両
図
と
も
に
日
時
計
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
の
も
の
に
は
針
が
あ
る
の
に
対
し
、
「
山
静
日
長
図
」
の
も
の
に
は
付
い
て
い
な
い
。 
筆
描
を
比
較
す
る
と
、
「
山
静
日
長
図
」
で
は
、
人
物
の
衣
摺
は
肥
痩
の
あ
る
線
で
し
っ
か
り
と
表
さ
れ
て
い
る
が
、
石
の
欄
干
や
そ
の
基
礎
に
な
る
土
台
の
線
は
崩
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
の
欄
干
は
、
ま
っ
す
ぐ
の
線
で
描
写
さ
れ
、
描
き
崩
れ
は
見
ら
れ
な
い
。 
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
と
「
山
静
日
長
図
」
を
比
べ
る
と
、
伝
称
画
家
が
違
う
こ
と
に
も
一
致
し
て
、
画
風
に
は
か
な
り
の
隔
た
り
が
認
め
ら
れ
る
が
、
構
図
や
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
は
非
常
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
図
の
相
違
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
主
題
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
「
山
静
日
長
図
」
の
画
家
は
、
変
更
を
加
え
な
が
ら
制
作
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
の
伝
称
画
家
は
、
浙
派
の
祖
と
さ
れ
る
戴
進
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
真
作
で
は
な
い
と
し
て
も
、
祖
本
が
戴
進
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
は
、
戴
進
の
継
承
者
で
あ
る
張
路
の
作
品
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
主
題
は
、
浙
派
画
家
の
間
で
描
き
継
が
れ
て
き
た
と
い
う
推
測
が
可
能
に
な
る
。 
  
三 
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
に
描
か
れ
た
図
像
の
典
拠 
 
以
上
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
と
「
山
静
日
長
図
」
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
両
図
に
み
ら
れ
る
近
似
の
モ
チ
ー
フ
の
典
拠
、
参
照
す
る
図
像
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
本
章
で
は
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
に
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
典
拠
を
探
す
こ
と
で
、
作
品
の
制
作
意
図
へ
の
接
近
を
試
み
る
。 
結
論
を
先
に
言
う
と
、
本
稿
で
は
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
の
二
幅
の
図
像
は
と
も
に
、
中
国
の
羅
漢
図
を
参
照
し
て
描
き
込
ま
れ
て
い
る
と
の
仮
説
を
提
示
し
た
い
。 
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
に
お
け
る
羅
漢
図
の
図
像
の
借
用
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
中
国
に
お
け
る
羅
漢
信
仰
と
そ
の
表
象
で
あ
る
羅
漢
図
を
概
観
し
た
い
。 
羅
漢
と
は
阿
羅
漢
の
略
で
、
応
供
、
応
真
な
ど
と
訳
さ
れ
る
。
釈
迦
の
声
教
を
聞
き
正
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悟
す
る
仏
弟
子
で
あ
る
、
阿
羅
漢
果
を
得
た
声
聞
の
最
高
位
と
さ
れ
、
一
切
の
煩
悩
を
断
滅
し
、
尽
智
を
得
、
世
人
の
供
養
を
受
け
る
に
値
す
る
聖
者
を
い
う
。
中
国
で
訳
さ
れ
た
経
典
、
律
典
、
論
書
な
ど
に
出
て
く
る
羅
漢
は
通
力
を
得
て
、
自
由
に
空
中
を
飛
び
走
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
水
中
に
も
自
由
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
通
力
が
自
然
に
身
に
つ
い
て
い
る
存
在
と
い
わ
れ
て
い
る
（
１
７
）
。
こ
の
よ
う
な
羅
漢
が
、
経
典
の
普
及
に
よ
っ
て
、
実
際
に
中
国
で
活
動
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
ビ
ン
ズ
ル
尊
者
（
賓
頭
盧
羅
漢
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
活
躍
、
そ
れ
に
十
六
羅
漢
か
ら
十
八
羅
漢
と
展
開
し
、
さ
ら
に
は
五
百
羅
漢
に
ま
で
発
展
し
て
、
人
々
の
信
仰
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。 
中
国
で
は
、十
六
羅
漢
信
仰
は
唐
時
代
の
玄
奘
三
蔵
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た『
法
住
記
』
に
、
十
六
羅
漢
の
尊
名
、
眷
属
の
数
、
所
在
を
明
確
に
記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
羅
漢
信
仰
が
急
速
に
広
ま
っ
た
。
五
代
、
両
宋
時
代
に
な
る
と
、
羅
漢
信
仰
は
さ
ら
な
る
隆
盛
を
見
せ
、
九
、
十
世
紀
頃
、
新
た
に
十
八
羅
漢
と
五
百
羅
漢
が
現
れ
た
。 
羅
漢
信
仰
の
普
及
に
よ
り
、
羅
漢
図
も
流
行
し
た
。
中
、
唐
時
代
で
は
、
盧
楞
伽
（
活
躍
時
期
七
三
〇
～
七
六
〇
年
）
、
貫
休
（
八
三
二
～
九
一
二
年
）
、
張
玄
（
八
九
〇
～
九
三
〇
年
）
な
ど
の
画
家
は
羅
漢
を
描
く
名
手
と
し
て
世
に
知
ら
れ
た
。
ま
た
、
北
宋
の
李
公
麟
を
経
て
、
南
宋
で
は
、
羅
漢
図
は
劉
松
年
、
李
嵩
に
代
表
さ
れ
る
宮
廷
画
家
と
、
金
大
受
や
、
陸
信
忠
ら
の
民
間
仏
画
家
の
双
方
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
羅
漢
図
の
制
作
は
そ
の
後
の
時
代
に
お
い
て
も
絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
。描
か
れ
た
羅
漢
図
の
形
式
は
、
一
尊
者
単
幅
の
作
品
も
あ
れ
ば
、
十
六
人
の
羅
漢
を
一
幅
一
人
ず
つ
描
き
セ
ッ
ト
と
し
た
十
六
羅
漢
図
も
あ
る
。
ま
た
、
十
六
に
二
人
を
加
え
た
十
八
羅
漢
図
や
、
五
百
人
の
羅
漢
を
一
幅
に
五
人
ず
つ
描
い
た
百
幅
に
も
及
ぶ
五
百
羅
漢
図
も
あ
る
。 
描
か
れ
た
羅
漢
を
風
格
や
面
貌
か
ら
見
る
と
、
唐
代
か
ら
今
日
ま
で
中
国
で
作
ら
れ
た
羅
漢
図
は
、
幾
つ
か
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
台
北
故
宮
博
物
院
は
、
一
九
九
九
年
開
催
の
特
別
展
（
「
羅
漢
畫
」
展
）
で
、
文
献
資
料
及
び
現
存
作
品
を
併
せ
て
網
羅
的
に
調
査
し
、
羅
漢
図
を
、
①
世
間
相
、
②
貫
休
様
の
出
世
間
相
、
③
李
公
麟
様
の
白
描
羅
漢
、④
チ
ベ
ッ
ト
様
の
羅
漢
図
と
い
う
四
つ
の
類
型
に
分
け
て
紹
介
し
た
（
１
８
）
。そ
の
う
ち
、
特
に
①
と
②
が
後
世
の
羅
漢
図
制
作
に
深
く
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。
世
間
相
の
羅
漢
図
は
、
図
像
が
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
羅
漢
の
面
貌
を
高
僧
風
に
描
く
こ
と
や
、
画
風
が
細
密
で
あ
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
南
宋
の
、
宮
廷
画
家
で
あ
る
劉
松
年
や
、
寧
波
で
活
躍
し
た
民
間
仏
画
師
の
金
大
受
に
よ
る
羅
漢
図
は
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
ま
た
、
貫
休
は
唐
代
末
期
か
ら
五
代
の
僧
で
、
禅
月
大
師
と
も
呼
ば
れ
る
た
め
、
貫
休
様
の
出
世
間
相
は
禅
月
様
羅
漢
図
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
羅
漢
図
の
羅
漢
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
益
州
名
画
録
」
に
お
い
て
「
龐
眉
大
目
、
朶
頤
隆
眉
、
胡
貌
梵
相
（
１
９
）
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
世
間
を
出
る
よ
う
な
怪
異
な
容
貌
を
持
つ
こ
と
を
特
徴
と
し
、
日
本
に
も
伝
来
し
、
宮
内
庁
所
蔵
の
貫
休
筆
「
十
六
羅
漢
図
」
は
最
も
有
名
な
例
で
あ
る
。 
  
１ 
人
と
猿
の
図
像 
ま
ず
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
と
「
山
静
日
長
図
」
の
両
図
に
、
樹
木
か
ら
ぶ
ら
さ
が
る
猿
と
、
そ
れ
を
下
か
ら
仰
ぎ
見
る
人
を
描
く
図
像
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。
猿
は
古
く
か
ら
の
画
題
で
あ
る
。
南
宋
の
禅
僧
画
家
、
牧
谿
が
猿
を
モ
チ
ー
フ
に
、
た
く
さ
ん
の
水
墨
作
を
制
作
し
世
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
代
表
的
な
作
品
に
は
、
日
本
に
伝
来
し
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
京
都
大
徳
寺
所
蔵
の
「
観
音
猿
鶴
図
」
が
あ
る
。
「
観
音
猿
鶴
図
」
は
三
幅
か
ら
な
り
、
向
か
っ
て
左
が
「
鶴
図
」
、
中
央
が
「
観
音
図
」
、
最
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後
右
が
「
猿
図
」
に
な
っ
て
い
る
。
「
観
音
猿
鶴
図
」
右
幅
の
「
猿
図
」
は
母
子
二
匹
が
蕭
々
た
る
秋
風
の
中
、
枯
れ
木
に
座
す
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
北
宋
画
家
の
易
元
吉
に
よ
る
「
猿
図
」
の
型
を
踏
ま
え
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
易
元
吉
は
猿
を
描
く
名
手
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
牧
谿
の
よ
う
に
、
後
世
の
猿
を
描
く
画
家
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
。
伝
存
作
品
に
は
猫
を
抱
い
て
遊
ぶ
猿
を
描
い
た
「
猴
猫
図
（
２
０
）
」
（
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
）
や
、
丸
顔
の
猿
た
ち
が
山
に
集
ま
っ
て
遊
ぶ
と
こ
ろ
を
描
い
た
「
聚
猿
図
（
２
１
）
」
（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
代
の
宣
宗
も
猿
を
描
く
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
「
戯
猿
図
（
２
２
）
」
（
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
）
は
子
猿
を
抱
き
な
が
ら
、
石
に
し
ゃ
が
む
母
猿
と
、
小
河
を
は
さ
ん
だ
樹
に
登
っ
て
い
る
父
親
の
猿
の
姿
が
表
さ
れ
て
お
り
、
父
親
の
猿
が
片
手
に
果
実
を
持
ち
、
母
猿
の
懐
に
あ
る
子
猿
を
あ
や
し
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
猿
一
家
の
和
や
か
な
雰
囲
気
が
画
面
に
溢
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
述
し
た
猿
図
は
い
ず
れ
も
猿
だ
け
が
い
る
自
然
、
も
し
く
は
自
然
の
中
の
猿
と
で
も
言
い
換
え
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、林
原
本「
山
水
人
物
図
」
左
幅
と
「
山
静
日
長
図
」
の
よ
う
な
、
自
然
の
中
に
人
間
と
猿
を
共
に
描
き
こ
む
内
容
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
両
図
に
共
通
す
る
独
自
の
図
様
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
注
目
す
べ
き
は
、
古
く
か
ら
中
国
で
制
作
さ
れ
て
き
た
羅
漢
図
に
描
か
れ
る
「
猿
献
果
（
２
３
）
」
の
場
面
で
あ
る
。 
中
国
の
羅
漢
図
は
、
唐
宋
時
代
に
お
け
る
日
中
貿
易
や
僧
侶
交
流
を
背
景
に
、
日
本
に
も
多
数
伝
わ
っ
て
き
た
。
大
徳
寺
伝
来
の
「
五
百
羅
漢
図
」
（
以
下
大
徳
寺
本
と
略
す
）
は
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。
大
徳
寺
本
は
百
幅
に
わ
た
る
壮
大
な
全
容
の
中
に
羅
漢
た
ち
を
表
す
と
い
う
類
例
を
み
な
い
大
作
で
あ
る
。先
行
研
究
に
お
い
て
は
、南
宋
絵
画
史
上
、
制
作
年
代
を
確
認
し
う
る
基
準
作
例
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
室
町
時
代
に
活
躍
し
た
日
本
の
画
家
明
兆
が
描
い
た
東
福
寺
本
五
百
羅
漢
図
の
制
作
を
は
じ
め
、
中
世
以
来
の
日
本
に
お
け
る
羅
漢
図
制
作
に
お
い
て
図
像
上
の
典
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
画
中
に
金
泥
で
記
さ
れ
た
銘
文
に
よ
れ
ば
、
大
徳
寺
本
は
、
寧
波
が
か
つ
て
明
州
と
呼
ば
れ
て
い
た
十
二
世
紀
の
後
半
、
恵
安
院
の
僧
義
紹
が
幹
縁
僧
と
な
り
、
淳
熙
五
年
（
一
一
七
八
年
）
か
ら
十
年
間
の
年
月
を
か
け
て
人
々
の
結
縁
を
募
り
、
林
庭
珪
と
周
季
常
と
い
う
二
人
の
画
人
に
描
か
せ
て
、
恵
安
院
に
施
入
し
た
こ
と
も
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
２
４
）
。 
百
幅
の
う
ち
の
第
二
十
五
幅
【
図
５
】
は
猿
献
果
の
場
面
と
し
て
描
か
れ
た
（
２
５
）
。
画
面
左
下
部
で
高
僧
姿
の
五
人
の
羅
漢
が
、
二
人
の
従
者
と
共
に
、
突
き
出
し
た
崖
の
上
に
座
っ
て
い
る
。
羅
漢
は
皆
体
を
右
下
に
向
け
て
座
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
う
ち
の
一
人
が
片
足
を
も
う
片
方
の
膝
に
乗
せ
な
が
ら
、
画
面
の
右
上
を
仰
ぎ
見
て
い
る
。
左
側
の
羅
漢
た
ち
の
視
線
の
先
に
は
懸
崖
が
画
面
か
ら
突
き
出
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
生
え
て
い
る
樹
木
の
上
に
は
、三
匹
の
猿
が
い
る
。子
猿
を
懐
に
抱
い
た
母
猿
は
樹
木
の
幹
に
し
ゃ
が
み
な
が
ら
、
父
猿
の
肩
に
手
を
乗
せ
て
い
る
。
父
猿
は
片
手
で
幹
を
捕
ま
え
な
が
ら
、
も
う
片
手
で
枇
杷
の
実
を
持
ち
、
下
に
い
る
羅
漢
に
向
か
っ
て
差
し
出
し
て
い
る
。
円
覚
寺
に
伝
来
す
る
元
代
の
張
思
恭
筆
と
さ
れ
る
「
五
百
羅
漢
図
」
の
第
十
八
幅
も
、
そ
の
図
像
は
大
徳
寺
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
（
２
６
）
。
こ
う
し
た
事
例
か
ら
、
中
国
の
羅
漢
図
に
お
い
て
は
、
猿
が
枇
杷
の
実
を
、
仰
ぎ
見
る
羅
漢
に
差
し
出
す
構
図
が
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
及
び
「
山
静
日
長
図
」
を
、
大
徳
寺
本
の
第
二
十
五
幅
と
比
べ
る
と
、
前
二
作
の
図
像
は
、
大
徳
寺
本
を
含
め
同
類
の
猿
献
果
の
場
面
を
描
い
た
羅
漢
図
と
の
強
い
近
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
。
「
山
静
日
長
図
」
は
三
匹
の
猿
が
連
な
っ
て
、
一
番
下
に
い
る
猿
は
如
意
ら
し
き
も
の
を
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持
ち
、
下
に
向
か
っ
て
差
し
出
し
て
い
て
、
画
面
の
右
下
に
い
る
高
士
ら
し
き
人
物
が
そ
れ
を
眺
め
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
猿
の
手
に
持
つ
も
の
が
異
な
る
以
外
、
構
図
は
、
大
徳
寺
本
と
似
て
い
る
。
ま
た
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
は
、
画
家
張
路
の
画
風
の
特
徴
を
示
す
よ
う
に
情
景
が
単
純
化
さ
れ
て
お
り
、
猿
は
一
匹
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
樹
木
か
ら
ぶ
ら
下
が
る
姿
と
そ
れ
を
眺
め
る
人
物
と
の
組
み
合
わ
せ
は
共
通
し
て
い
る
。 
ま
た
、
同
じ
く
大
徳
寺
伝
来
で
、
制
作
時
期
が
元
時
代
と
推
測
さ
れ
る
対
幅
の
羅
漢
図
の
左
幅
【
図
６
】
は
手
に
何
も
持
た
な
い
猿
一
匹
と
、
そ
れ
を
見
上
げ
る
高
僧
風
の
羅
漢
を
描
く
点
で
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
と
の
間
に
図
像
上
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。 ま
た
、
明
代
に
は
、
猿
が
懸
崖
に
生
え
る
蔓
が
寄
生
し
て
絡
む
樹
木
の
枝
に
ぶ
ら
下
が
る
と
い
う
図
像
が
定
型
化
し
て
お
り
、
違
う
パ
タ
ー
ン
の
行
動
を
と
る
高
士
ら
し
き
人
物
と
組
み
合
わ
せ
て
描
く
作
品
も
出
現
し
た
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
東
ア
ジ
ア
美
術
館
所
蔵
の
「
高
士
図
」
【
図
７
】
は
、
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
猿
の
図
像
の
定
型
化
が
進
む
過
程
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
作
品
で
は
、
画
面
の
左
側
の
懸
崖
か
ら
大
き
な
松
樹
が
生
え
、
そ
の
枝
の
一
本
に
猿
が
両
手
で
つ
か
ま
り
ぶ
ら
さ
が
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
画
面
の
下
部
に
は
、
座
っ
て
仰
ぎ
見
る
人
物
で
は
な
く
、
従
者
を
携
え
て
橋
を
渡
り
な
が
ら
、
猿
が
い
る
左
上
の
方
向
に
振
り
向
い
て
視
線
を
注
ぐ
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
お
よ
び
「
山
静
日
長
図
」
は
、
構
図
上
、羅
漢
図
に
描
か
れ
た
猿
献
果
の
場
面
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
の
仮
説
を
提
示
し
た
い
。 
  
２ 
老
人
に
霊
芝
を
捧
げ
る
人
の
図
像 
さ
て
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
右
幅
に
移
ろ
う
。
こ
の
図
像
も
ま
た
、
そ
の
参
照
源
と
し
て
羅
漢
図
を
用
い
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
に
取
り
上
げ
た
大
徳
寺
本
「
五
百
羅
漢
図
」
を
、
今
一
度
見
て
み
よ
う
。
百
幅
の
う
ち
の
第
十
三
幅
【
図
８
】
の
画
題
は
仙
人
の
来
訪
と
さ
れ
る
（
２
７
）
。
画
面
の
左
側
に
は
、
肩
と
腰
に
樹
葉
を
連
ね
た
簑
を
巻
い
た
人
が
い
る
。
彼
は
左
腕
に
、
薬
草
と
花
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
籠
を
提
げ
な
が
ら
、
霊
芝
ら
し
き
も
の
を
乗
せ
た
大
皿
を
、
両
手
で
羅
漢
た
ち
に
捧
げ
て
い
る
。
差
し
出
さ
れ
た
羅
漢
た
ち
は
自
然
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
各
々
が
岩
石
の
上
に
立
っ
た
り
座
っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
二
人
の
羅
漢
は
袈
裟
の
胸
元
を
大
き
く
開
け
て
、
仙
人
の
方
に
向
き
直
っ
て
座
り
、
彼
を
見
て
い
る
。
円
覚
本
「
五
百
羅
漢
図
」
も
、
ま
た
ほ
ぼ
同
様
の
図
像
で
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
五
百
羅
漢
図
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
寧
波
で
活
躍
し
て
い
た
民
間
の
仏
画
師
陸
信
忠
の
相
国
寺
本
「
十
六
羅
漢
図
」
に
も
似
た
構
図
が
見
ら
れ
る
。
相
国
寺
本
の
蘇
頻
陀
尊
者
を
描
い
た
幅
に
は
、
頭
が
や
や
平
ら
な
尊
者
は
岩
石
に
座
り
、
物
を
捧
げ
る
人
を
穏
や
か
な
表
情
で
見
て
い
る
。
相
国
寺
本
と
違
う
の
は
、
大
皿
に
載
っ
て
い
る
の
は
白
い
果
実
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
羅
漢
の
背
後
に
い
る
従
者
が
山
か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
構
図
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
作
品
の
存
在
に
よ
り
、
仙
人
の
来
訪
と
い
う
場
面
は
、
宋
時
代
の
寧
波
地
域
で
、
型
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。 
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
右
幅
を
今
一
度
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
葉
を
身
に
纏
っ
た
人
物
が
、
両
手
で
霊
芝
を
持
ち
、
前
を
通
る
牛
の
背
に
乗
り
座
す
老
人
に
捧
げ
て
い
る
。
霊
芝
を
持
つ
人
の
横
に
は
、
薬
草
を
た
く
さ
ん
入
れ
る
籠
ら
し
き
物
が
置
い
て
あ
り
、
牛
上
の
老
人
は
衣
服
の
胸
元
を
は
だ
け
て
、
霊
芝
を
捧
げ
る
人
物
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
こ
の
場
面
、
そ
し
て
図
像
は
、
大
徳
寺
本
に
描
か
れ
た
仙
人
の
来
訪
の
場
面
に
似
て
い
る
。
し
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た
が
っ
て
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
右
幅
も
、
羅
漢
図
を
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
は
伝
来
す
る
二
幅
共
に
羅
漢
図
を
参
照
し
て
い
る
と
拙
稿
の
仮
説
は
、
こ
の
作
品
が
当
初
か
ら
対
幅
と
し
て
構
想
さ
れ
、
伝
来
し
た
可
能
性
を
間
接
的
な
が
ら
証
明
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
二
幅
に
描
か
れ
た
図
像
の
典
拠
は
、
羅
漢
図
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
第
二
章
で
は
、
「
山
静
日
長
図
」
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
の
図
像
や
画
風
の
検
討
を
通
じ
、
両
者
の
祖
本
が
共
に
戴
進
画
に
近
い
位
置
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
示
し
た
。戴
進
筆
と
さ
れ
る「
羅
漢
図
」
に
は
、
図
像
は
異
な
る
も
の
の
、
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
「
画
羅
漢
」
が
あ
る
（
２
８
）
。
戴
進
に
よ
る
道
釈
人
物
図
の
影
響
下
に
あ
る
と
の
推
測
が
可
能
な
鍋
島
報
效
会
所
蔵
の
「
羅
漢
図
」
【
図
９
】
に
は
、
肩
と
腰
に
布
を
巻
き
、
羅
漢
図
の
仙
人
に
似
た
格
好
を
す
る
人
が
羅
漢
に
向
か
っ
て
、
両
手
で
物
を
捧
げ
て
い
る
図
像
が
見
ら
れ
る
。
な
お
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
戴
進
に
は
仏
画
の
伝
称
が
か
な
り
多
い
こ
と
、
し
か
も
戴
進
の
出
身
地
の
銭
塘
が
、
大
徳
寺
本
「
五
百
羅
漢
図
」
や
相
国
寺
本
「
十
六
羅
漢
図
」
に
代
表
さ
れ
る
仏
画
の
生
産
地
と
し
て
有
名
な
寧
波
と
は
距
離
的
に
あ
ま
り
離
れ
て
い
な
い
た
め
、
寧
波
の
仏
画
か
ら
描
写
形
式
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
の
推
測
が
す
で
に
提
示
さ
れ
て
い
る
（
２
９
）
。
以
上
、
浙
派
の
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
張
路
の
作
品
と
し
て
伝
来
す
る
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
の
図
像
は
、
寧
波
で
制
作
さ
れ
た
羅
漢
図
を
参
照
し
、
そ
の
影
響
下
で
成
立
し
た
と
の
仮
説
を
提
示
し
た
い
。 
   
お
わ
り
に 
 
 
本
稿
で
は
、
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
と
「
山
静
日
長
図
」
を
比
較
し
、
構
図
と
モ
チ
ー
フ
に
お
い
て
両
作
品
に
は
類
似
性
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
主
題
の
絵
画
が
浙
派
の
画
家
に
描
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
「
山
水
人
物
図
」
左
右
の
二
幅
は
、
そ
の
図
像
が
、
羅
漢
図
に
お
け
る
猿
献
果
と
仙
人
の
来
訪
の
画
題
に
通
じ
、
そ
れ
ら
の
図
像
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
林
原
本
「
山
水
人
物
図
」
左
幅
に
描
か
れ
た
日
時
計
、
ま
た
右
幅
の
人
物
の
牛
に
乗
る
ポ
ー
ズ
の
典
拠
、
ま
た
水
墨
画
の
表
現
を
採
用
し
た
理
由
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。 
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
羅
漢
信
仰
の
様
相
、
ま
た
羅
漢
画
に
お
け
る
羅
漢
の
性
格
や
描
写
の
特
徴
、
そ
の
他
付
随
す
る
モ
チ
ー
フ
等
の
表
象
の
意
味
を
細
か
く
考
察
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。羅
漢
画
に
か
か
わ
る
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
林
原
本
「
山
水
人
物
画
」
や
、
「
山
静
日
長
図
」
が
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
意
味
、
そ
し
て
画
家
の
制
作
意
図
、
さ
ら
に
は
注
文
主
や
享
受
者
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
よ
り
広
い
視
野
か
ら
考
察
を
進
め
た
い
。 
   
注 
（
1
）
二
〇
一
七
年
七
月
一
五
日
か
ら
同
年
九
月
三
日
ま
で
、
林
原
美
術
館
に
て
「
一
挙
公
開
！ 
「
清
明
上
河
図
」
と
中
国
絵
画
の
至
宝
」
と
い
う
企
画
展
が
開
催
さ
れ
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た
。
こ
こ
で
、
（
伝
）
張
路
筆
「
山
水
人
物
図
」
は
、
初
公
開
作
品
と
し
て
展
示
さ
れ
た
。 
（
2
）
林
原
美
術
館
編
集
『
中
国
絵
画
名
品
図
録 
林
原
所
蔵
品
総
目
録
中
国
絵
画
篇
』
二
〇
一
七
年
、
六
七
頁 
（
3
）
注
（
2
）
前
掲
総
目
録 
（
4
）
〔
明
〕
朱
謀
垔
『
画
史
会
要
』
巻
四
史
益
勤
編
『
明
代
院
体
浙
派
史
料
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
、
七
七
頁 
（
5
）
〔
明
末
〕
姜
紹
書
『
無
声
詩
史
』
巻
二
、
注
（
4
）
前
掲
書
、
七
九
頁 
（
6
）
鈴
木
敬
著
『
中
国
繪
畫
史
下
（
明
） 
新
装
版
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
、
二
三
頁 
（
7
）
〔
明
〕
高
濂
の
『
遵
生
八
箋
』
に
は
、
「
若
鄭
顛
仙
、
張
復
陽
、
鍾
欽
礼
、
蒋
三
松
、
張
平
山
、
汪
海
云
皆
画
家
邪
学
、
徒
逞
狂
態
者
也
、
俱
无
足
取
」
と
酷
評
さ
れ
て
い
る
。 
（
8
）
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索 
h
ttp
://w
eb
arch
iv
es.tn
m
.jp
/im
g
search
/sh
o
w
/C
0
0
6
7
4
8
3
（
二
〇
一
八
年
二
月
二
六 
日
最
終
閲
覧
） 
（
9
）
徐
錦
順
、
鄭
嬌
嬌
「
明
代
画
家
張
路
的
交
遊
和
芸
術
考
」
収
載
（
『
栄
宝
斎
』
、
二
〇
一
〇
年
）
、
二
五
二
～
二
六
一
頁 
（
10
）
鈴
木
敬
著
『
中
国
繪
畫
史
下
（
明
）
図
版 
新
装
版
』
収
載
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年 
（
11
）
渡
辺
明
義
『
国
華
』
九
八
一
、
国
華
社
、
一
九
七
五
年
、
十
七
～
十
八
頁
。
鈴
木
敬
『
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
報
告 
明
代
絵
画
史
研
究
・
浙
派
』
木
耳
社
、
一
九
六
八
年
、
二
二
八
頁 
（
12
）
注
（
6
）
前
掲
書
、
一
二
八
頁 
（
13
）
米
澤
嘉
圃
『
美
術
史
論
集 
下
巻
』
収
載
、
国
華
社
、
一
九
九
四
年
、
三
四
五
～
三
四
六
頁 
（
14
）
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン 
h
ttp
://b
u
n
k
a.n
ii.ac.jp
/h
eritag
es/d
etail/1
9
3
2
7
（
二
〇
一
八
年
二
月
二
六
日
最
終
閲 
覧
） 
（
15
）
注
（
11
）
前
掲
鈴
木
書
。
新
藤
武
弘
・
小
林
宏
光
訳
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ケ
ー
ヒ
ル
著
『
江
岸
別
意
－
中
国
明
代
初
中
期
（
一
三
六
八
～
一
五
八
〇
）
の
絵
画
』
明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
。 
（
16
）
『
明
代
絵
画
と
雪
舟
』
展
カ
タ
ロ
グ
収
載
（
根
津
美
術
館
編
集
・
発
行
、
二
〇
〇
五
年
） 
（
17
）
道
端
良
秀
『
羅
漢
信
仰
史
』
大
東
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。
高
崎
富
士
彦
『
日
本
の
美
術
11
』
至
文
堂
、
一
九
八
五
年 
（
18
）
李
玉
珉
「
神
通
妙
変
羅
漢
画 
羅
漢
画
特
展
介
紹
之
二
」
『
故
宮
文
物
月
刊
』
八
巻
八
期
、
一
九
九
〇
年
、
七
四
～
九
三
頁 
（
19
）
黄
休
復
『
益
州
名
画
録
』
王
伯
敏
・
任
道
斌
編
『
画
学
集
成 
六
朝
―
元
』
河
北
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
二
三
三
頁 
（
20
）
台
北
故
宮
博
物
院
書
画
典
蔵
資
料
検
索
系
統 
h
ttp
://p
ain
tin
g
.n
p
m
.g
o
v
.tw
/P
ain
tin
g
_
P
ag
e.asp
x
?d
ep
=
P
&
P
ain
tin
g
Id
=
1
5
5
5
（
二 
〇
一
八
年
二
月
二
六
日
最
終
閲
覧
） 
（
21
）
『
中
國
繪
畫
總
合
圖
録 
日
本
篇
I
博
物
館
』
収
載
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
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究
所
、
一
九
八
二
年 
（
22
）
台
北
故
宮
博
物
院
書
画
典
蔵
資
料
検
索
系
統 
h
ttp
://p
ain
tin
g
.n
p
m
.g
o
v
.tw
/P
ain
tin
g
_
P
ag
e.asp
x
?d
ep
=
P
&
P
ain
tin
g
Id
=
3
5
9
2
（
二 
〇
一
八
年
二
月
二
六
日
最
終
閲
覧
） 
（
23
）
解
説
に
よ
っ
て
、
猿
供
養
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
猿
が
も
の
を
捧
げ
る
こ
と
で
、
羅
漢
を
供
養
す
る
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
る
。 
（
24
）
井
手
誠
之
輔
「
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
試
論
」
（
奈
良
国
立
博
物
館
編
集
『
聖
地
寧
波(
ニ
ン
ポ
ー)
日
本
仏
教
1300
年
の
源
流 : 
す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
や
っ
て
来
た
』
二
〇
〇
九
年
）
、
二
五
四
～
二
五
九
頁 
（
25
）『
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
』（
奈
良
国
立
博
物
館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
編
集
、
二
〇
一
四
年
）
で
は
、
こ
の
場
面
を
「
猿
の
献
果
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。 
（
26
）
『
宋
元
仏
画 
開
館
40
周
年
記
念
特
別
展
』
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年 
（
27
）
注
（
24
）
前
掲
書
、
二
二
八
～
二
三
二
頁
。
第
十
三
幅
は
、
「
五
百
羅
漢
図
（
大
徳
寺
ほ
か
所
蔵
）
全
九
十
四
幅 
一
覧
表
」
に
画
題
（
案
）
と
し
て
、
仙
人
の
来
訪
と
付
け
ら
れ
て
い
る
。 
（
28
）
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
、
戴
進
の
羅
漢
図
を
含
め
た
道
釈
画
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
何
嘉
誼
「
戴
進
道
釈
画
研
究
－
以
『
達
摩
六
祖
図
』
為
核
心
」
（
国
立
中
央
大
学
藝
術
学
研
究
所
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。 
（
29
）
注
（
11
）
前
掲
鈴
木
書
、
七
七
頁 
  
 
〔
図
版
出
典
〕 
 
【
図
１
】
林
原
美
術
館
編
集
『
中
国
絵
画
名
品
図
録 
林
原
所
蔵
品
総
目
録
中
国
絵
画
篇
』
、
二
〇
一
七
年 
 
【
図
２
】
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
東
ア
ジ
ア
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
h
ttp
://co
llectio
n
s.sm
v
k
.se/carlo
tta-o
m
/w
eb
/o
b
ject/1
0
3
0
5
3
（
二
〇
一
八
年
二
月 
二
六
日
最
終
閲
覧
） 
【
図
３
】
【
図
４
】
鈴
木
敬
著
『
中
国
繪
畫
史
下
（
明
）
図
版 
新
装
版
』
吉
川
弘
文 
館
、
二
〇
一
一
年 
【
図
５
】
【
図
８
】
奈
良
国
立
博
物
館
編
集
『
聖
地
寧
波(
ニ
ン
ポ
ー) : 
日
本
仏
教
1300
年
の
源
流 : 
す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
や
っ
て
来
た
』
、
二
〇
〇
九
年 
【
図
６
】
『
中
國
繪
畫
總
合
圖
録
』
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
八
二
年 
【
図
７
】
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
東
ア
ジ
ア
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
h
ttp
://co
llectio
n
s.sm
v
k
.se/carlo
tta-o
m
/w
eb
/o
b
ject/1
1
5
4
5
8
（
二
〇
一
八
年
二
月
二
六
日
最
終
閲
覧
） 
【
図
９
】
『
中
國
繪
畫
總
合
圖
録 
続
編
』
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九 
 
 
 
年 
 
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）   
